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第 4 回ＳＳＨ国際交流講演会 

「Cultural Exchange」 

 
 令和 7年 5月 7日(水)16:00～17:00に、5階多目的室 CDで第 1回 SSH国際交流講演会が実施さ

れ、生徒約 89名が参加しました。今年度 1回目の講演会の講師は、イギリス出身であり仙台一高

の ALTの教師の William James氏で、演題は「Cultural exchange」でした。 

William James 氏はつい１か月前に来日したばかりで、異文化交流の経験が数多くあります。

大学では海洋生物学を専門とし研究活動を行っていました。今回の講演会では自身の研究について

わかりやすく説明して下さり、幅広い知識を紹介して下さいました。また、イギリスの教育制度、

学校生活、そして食文化や日常生活におけるマナーなどについて、日本との違いを示しながらご講

演して下さいました。講義を聴いて生徒の多くは英語学習の必要性に気づいた様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演後、ウィリアム先生に質問しました。 

〜Q＆A〜 

Q. ウィリアム先生にとって日本の好きな場所はどこですか? 

A.京都、東京、大阪など、それぞれに良いところがあり、日本は素晴らしい国だと思います。でも

個性あふれる生徒がたくさんいる仙台一高が一番好きです。激しい個性があるからこそ、一高は愛

すべき学校だと思います。 

Q.英語によるプレゼンテーションで大切なことは何ですか? 

A.相手の目を見て話をすることです。そしてジェスチャーを交え、表現豊かに話をすることです。 

 

 

茶畑 SRtimes 

第 221号「第 1回ＳＳＨ国際交流講演会」号 

2025年 5月 22日発行 
発行元 宮城県仙台第一高等学校「ＳＳ国際交流」選択者 



 

 

 

 

〜参加者の感想～ 

ウィリアム先生が日本に来た理由の一つとして「日本人の礼儀正しさ、他者への敬意」が含まれて

いた。日本にいたらあたりまえのことでも、世界に出れば素晴らしいことだと評価され、誇らしく

なった。しかし、当たり前のことが、悪く評価されるかもしれない、ということを心掛けたい。 

(1年) 

 

日本やアメリカで野球が人気でもイギリスであまり人気がないように、国によって人気なスポーツ

が異なることや、イギリスにはアナグマやアザラシなどユニークな動物がいるということを知りま

した。また、すべて英語で、自分が今回の講演の内容をほとんど聞き取れなかったことから、自分

はまだ英単語や文法、特にリスニングの力が足りないことを再認識することができました。(1年) 

 

ウィリアム先生の講演会ではイギリスと日本の文化がどれほど違うのかということについて知るこ

とができた。歴史や町並みはもちろん、食べ物や学校生活、スポーツまでもが日本と違っており、

異文化について学ぶことができた。また、質疑応答の時間には他言語を話す人とのコミュニケーシ

ョンの仕方や、異文化交流の楽しさなどこれからの英語との向き合い方についても考えることがで

きた。(2年) 

 

イギリスの文化を知ると同時に、イギリスと比較した日本の魅力や特徴を知ることができた。様々

な文化があるイギリスに更に興味が増した。英語を学ぶことの利点を実感し、英語の学習に意欲を

持った。(2年) 

 

 

日本とイギリスは、必要以上に謝罪することや、初対面の人と天気の話をすることなど、非常に似

た文化と国民性を有していると感じた。また、今回の講演会は全て英語で行われたのでリスニング

能力を伸ばすことが必要であると感じました。（2年） 

 

《編集後記》 

今回の SRtimesをまとめるなかで、ウィリアム先生の故郷であるイギリスについて改めてよく理解

することができました。また、日本文化とイギリス文化を対比して考えることで異文化理解を深め

ることができました。この SRtimesを読むことで、講演会に参加できなかった人たちも異文化や国

際交流に興味をもつきっかけになれば良いと思います。     

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

講演後質問する生徒 

 


